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「アンジョハンジョで ドンと踊れ～」「アンジョハンジョで　ドンと踊れ～」
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安城公園のこも巻き安城公園のこも巻き

　民衆の中に生まれ育ってきた民よう（民謡・民踊）。日本デンマ
ークと称された時期などに安城で生まれた民ようを普及し、末永
く保存しようと、９００人を超す賛同者を得て保存会が設立されまし
た。佐野豊麗会の皆さんにより「安城小唄」「安城音頭」なども披
露され、参加者は「後世に永く伝えよう」との思いを新たにしま
した。

　１０月１６日　　文化センター　　３００人日� 場�

城民よう保存会設立総会�安�
参�

安全・安心な安城を目指します安全・安心な安城を目指します熱気球に乗って熱気球に乗って
「行ってきまーす！」　「行ってきまーす！」

　この日、市職員による安城市地域安全隊の出
発式が行われました。市の公用車１１７台に「地域
安全パトロール中」と表示した防犯マグネット
をはり、市職員が通常業務を通じて、市民の皆
さんへ広報啓発し、警察などへの不審者情報の
提供をするなどして、安全・安心な安城の実現
を目指します。

　１１月４日　　市役所日� 場�

城市地域安全隊出発式�安�

　１０月１６・１７日に熱気球フライト体験が行われました。
熱気球で大空に飛び立った皆さんは、満開の花咲くコ
スモス畑やのどかな田園風景をゆったりと眺めていま
した。また、１０月３１日にはハロウィーンパレードがあ
り、自慢の仮装をした参加者が園内を歩きました。

　１０月９日～１１月３日　　デンパーク　日� 場�

ンパーク秋穫祭�デ�
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安城に帰って来て、金メダルを安城に帰って来て、金メダルを
見せることができ、喜んでいます見せることができ、喜んでいます

自分らしく生きられる自分らしく生きられる
社会を築いていきたい社会を築いていきたい

　この日、谷本選手を迎えてがい旋パレードが行わ
れました。ＪＲ安城駅南の市街地を二本木小学校と
安城南部小学校のマーチングバンドの先導によりパ
レードし、大勢の市民の歓声に笑顔で応えていまし
た。市体育館で行われた祝勝会では、市民栄誉賞の
授与、副賞として農産物１年分などが谷本選手に贈
られました。オリンピックの名場面を振り返っての
インタビュー、参加者の質問コーナーや技の披露な
どで会場も大盛り上がりでした。

　１０月２４日　　ＪＲ安城駅南の市街地・市体育館
　パレード３万８０００人・祝勝会８００人
日� 場�

本選手がい旋パレード・祝勝会�谷�

参�

　地震、防災について学習してきた全校児童が、こ
の日、その成果を学区の皆さんに発表しました。６
年生は「地震に強い町にしよう」と丈夫な家作り、
家具の転倒防止、非常持ち出し袋、地震後の生活な
どをテーマに各グループに分かれてワークショップ
を行いました。親子体験学習では、三角巾の使い方
やバケツリレー、救助袋での地上への避難など防災
に関する活動を親子で体験。親子が地震対策につい
て一緒に勉強し、貴重な体験をした一日でした。

　１０月２７日　　桜井小学校　　全校児童６５７人と
保護者、学区の人
日� 場�

震に負けるな！「地震防災フェスタ」�地�
参�

　県の男女共同参画月間にあわせて、男らしさ、女らし
さ、自分らしさについて考える催しが市民グループネッ
トワークの会「さんかく２１・安城」の企画運営により開
かれました。人権啓発映画「翔太のあした」の鑑賞、地
元で活躍している男性保育士と女性消防士をゲストに迎
えてのトークを通して、学校や職場、家庭や地域で男女
が互いに認め合い、共に生きる社会を築いていくために
何が必要なのかを考える機会になりました。

　１０月３０日　　文化センター　　小学生を含む１１２人日� 場�

画をみて　さんかく楽集会�映�
参�

　安祥公民館で活動している８つの自主グループが安祥城址公園
の石舞台上で、和太鼓、日本舞踊、フラメンコ、フラダンス、太
極拳など日ごろの練習の成果を披露しました。

　１０月３１日　　安祥城址公園石舞台　　自主グループ８団体日� 場�

祥文化のさと芸能祭�安�
出�

地震に備え、三角巾の使い方も学びました地震に備え、三角巾の使い方も学びました


